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戸田漁港における海業の展開
佐藤寿美	●SATO Toshimi

戸田漁港は駿河湾に面し、古くから漁業が盛んな地域である。近年、深海魚まつりやヨットレースの開催を通じて
観光業を発展させ、地域経済の活性化を図っている。特にタカアシガニを中心とした深海魚ブランドの確立が進み、

持続可能な漁業の推進にも取り組んでいる。ヨットの受け入れによる観光交流人口の増加や、
漁業者・観光業者・地域住民の連携強化が、地域全体の収益向上と持続可能な共存共栄の実現に寄与している。

「海釣りGO」が切り拓く海業の未来
松浦城太郎	●MATSUURA Jotarou

「海釣りGO」は、漁協・（株）ウミゴー・行政が連携し、漁港を適正管理しながら釣り人と地域経済をつなぐ
デジタルプラットフォームである。事前予約制と利用料徴収により、漁港の管理、環境保全、地域振興を実現し、

水産庁が提唱する「海業の推進」にも貢献している。導入後は漁業者と釣り人の摩擦が減少し、
経済波及効果も向上した。今後は他地域への展開を視野に、持続可能な漁港運営と釣り文化の発展を目指す。

くじらの町、太地町のまちづくり
和田正希	●WADA Masaki

古式捕鯨発祥の地である太地町は「過去・現在・未来永劫にくじらに関わり続けていく町」として、
くじらを「捕る」だけでなく観光や学術研究など多角的に活用するまちづくりを進めてきた。

「太地町くじらと自然公園のまちづくり構想」や「森浦湾くじらの海構想」を踏まえ、
町と太地町漁業協同組合が一体となって理想のまちづくりを進め、「くじらの恵み」を住民に還元していきたい。
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漁業と深海ブランドの確立

戸
へ だ

田漁港は、駿河湾に面する静岡県沼津市戸田地区に位置し、対岸の清水港と戸田漁港間

は東京湾に続く平水区域とされています。古くから良港として知られ、特に深海魚漁などの漁業が

地域の生活を支えてきました。近年では、ヨットやプレジャーボートの招致、「戸田レース」の開催、「戸

田深海魚まつり」などのイベントを通じて、漁業者や地域社会、観光業者の収益向上を図り、キャッ

チフレーズ「海業※SDGs」を掲げて、持続可能な多種事業者の共存共栄を推進しています。

駿河湾は、サクラエビ、シラス、深海魚類など多様な水産物が獲れる豊かな漁場です。特に戸

田地区では底引き網漁が盛んで、世界最大級のタカアシガニの産地として有名です。タカアシガ

ニは地域ブランドとしての価値が確立されており、本エビ（ヒゲナガエビ）、手長エビ（アカザエビ）な

ども近隣市町のレストランで使用されるなど、深海ブランドの確立が進んでいます。

これらの取り組みから、戸田地区は「深海魚の聖地」として知られるようになり、毎年「戸田深海

魚まつり」が開催されています。このイベントでは、深海魚の

展示や関連商品の販売が行われ、多くの観光客が訪れま

す。特に底引き網漁で漁獲され流通されない深海魚は他

地域ではなかなか目にすることができず、観光客にとって貴

重な体験となっています（写真1）。

深海魚の中でも未利用魚の高付加価値化により、漁業

者は自らの漁獲物を販売できる機会を得ることができ、所得

の向上につながっています。また、戸田観光協会ホームペー

ジではご当地漫画『ぽんこつポン子』（©矢寺圭太/小学

館）と深海魚のコラボしたタカアシガニポン子ちゃんやとろぼっ

ちポン子ちゃんなどオリジナルキャラクターが掲載されており

聖地巡礼など複合的なイメージ展開をしています。

希少な深海生物の宝庫である駿河湾は、学術研究の場としての価値も高いです。戸田地区で

は、持続可能な漁業を推進し、タカアシガニの資源管理のため漁期や漁獲量の制限が設けられて

います。また、沼津市商工会戸田支部が中心となり、水産資源の保全活動の一環として毎年タカ

アシガニの放流事業を実施しています。漁業文化では長い歴史を持ち、無形文化財の漁師踊り

や伝統文化の高足カニ面絵付けなどが地域に根付いています。また、西洋式帆船「ヘダ号」の建

造など、歴史的な船文化が現在まで引き継がれています。

漁港の活用による海業の展開

富士山との調和が美しい御浜岬エリアは人気の観光スポットであり、夏の海水浴場をはじめ、戸

田漁港では一年を通じて岸壁釣り、係留船釣り、釣り船などのアクティビティが盛んに行われていま

す。また、海洋資源を活かしたグルメや加工食品の開発が進められ、観光産業の発展にも寄与し

ています。

戸田漁港における海業の展開
佐藤寿美●静岡県戸田観光協会事務局長

［KEYWORDS］ 海業／タカアシガニ／戸田漁港

■写真1　戸田深海魚まつり
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ただし、戸田漁港は第二種漁港の指定を受けており、ヨットやプレジャーボートなど漁船以外の

船舶の岸壁係留は認められていませんでした。沼津港から戸田港まで運航されていた唯一の定

期船航路も10年ほど前に廃止となり、当時離着に利用された中央桟橋の浮桟橋も本来の役目を失っ

たままでした。

そこで、2020（令和2）年に静岡県、沼津市、戸田漁協の協力のもと、中央桟橋の浮桟橋にヨッ

トの係留を社会実験として実施し、同年清水港から戸田港までのヨットレースを開催しました。2023

（令和5）年には、年間200隻1,000名を超える観光客が訪れるようになり、宿泊・飲食業他の経

済効果も1,000万円を超えました（表）。また、こ

の浮桟橋は国土交通省によって「海の駅」とし

て認定され、「マリンチック街道」にも登録されま

した。これにより、プレジャーボートやヨットの係留

予約を事業化し、駿河湾を横断して清水港と戸

田港を往復する「戸田レース」も毎年開催してい

ます（写真2）。レースに合わせて地域振興事業

として、遊漁船釣船を使ったヨットレース観戦ク

ルーズの運行やヨット乗船体験を開催し、地域

振興に寄与する事業となりました。

持続可能な共存社会の推進

戸田漁港のこれらの取り組みは、漁業者、観光業者、そして地域社会全体が協力し、持続可能

な共存共栄を目指すものです。漁業者は新たな収益源を確保し、観光業者はヨットやプレジャーボー

トの訪問者、ヨットレースの参加者や観客、そして深海魚まつりの来場者など新たな顧客を獲得し、

地域社会は活性化する。このような循環が生まれることで、戸田地区全体の持続可能な発展が期

待されています。具体的には、漁業者と観光業者が連携し、深海魚をテーマにした観光プログラ

ムの開発や、地元の食材を活用した新メニューの提供などが進められています。また、地域住民も

これらの活動に参加し、地域全体で観光客を迎える体制を整えています。さらに、環境保護の観

点からも、持続可能な漁業の推進や海洋環境の保全活動が行われており、これらの取り組みが地

域の魅力を一層高めています。

戸田漁港におけるこれらの取り組みは、地域資源を最大限に活用し、漁業者、観光業者、地域

社会が一体となって持続可能な発展を目指すモデルケースとして注目されています。これからも地

域の特性を活かし、さらなる発展を目指していくことが求められます。（了）
※ 「海業」に関する参考記事：婁小波著「海業のすすめ」本誌第538号（2023.01.05発行）　https://www.spf.org/opri/newsletter/538_2.html
●戸田観光協会ホームページ　https://www.deep-heda.com/

■写真2　戸田レース

令和�年 10 81 128 620 313 307 4,009,000

令和�年 20 88 180 858 438 420 9,820,800

令和�年 21 124 167 866 478 388 9,540,000

令和�年 25 164 202 1,015 654 361 10,213,100

令和�年 29 165 194 1,020 594 426 10,275,000

戸田レース
係留実績 船隻数 乗員数 飲食人数 宿泊人数 経済効果（円）

参加舟艇 参加者数

■表　「戸田レース」の波及効果
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「海釣りGO」とは

「海釣りGO」とは、専用予約アプリを使って漁港を有料の釣り場化する取り組みで、釣り人と地

域の漁業者、そして漁業資源の共存共栄を目指

す海業推進のためのデジタルプラットフォームです

（ 図1）。静岡県西伊豆町では漁業協同組合と

民間事業者、西伊豆町役場がタッグを組み、釣り

場の適正利用やマナー向上、漁業との共存を推

進し、地域経済の活性化にも寄与することを目的と

して、釣り人の誘致に力を入れています。

このアプリの開発は、西伊豆町の漁港が抱える複数の課題を背景に生まれました。西伊豆の漁

港は人気の釣り場として知られ、多くの釣り人が訪れますが、近年、無秩序な釣りやマナーの低下、

不法投棄、駐車トラブルが深刻化していました。漁港周辺のゴミ問題や、釣り人と地元住民・漁業

関係者とのトラブルが増加し、地域にとって釣り人の存在が必ずしも歓迎されない状況が生まれて

いたのです。また、西伊豆町では観光資源の一つとして釣りを活用したいと考えていましたが、これ

まで釣り人からの経済的な還元が十分に地域に届いていませんでした。釣り具やエサは持ち込み

が多く、宿泊や飲食への貢献も限定的だったため、釣り人の訪問が直接的な地域振興につながり

にくいという課題がありました。そんな中、2022年7月に田子漁港で漁業者と釣り人の間に大きなト

ラブルが起こってしまいました。これにより田子漁港は釣り禁止となり、釣り人が少なからずもたらし

ていた経済効果も失ってしまうこととなりました。

そこで、伊豆漁業協同組合田子支所、（株）ウミゴー、西伊豆町役場の三者はデジタル技術を活

用し、釣り人と地域の橋渡しをするアプリ「海釣りGO」の開発に乗り出しました。このアプリは、利用

予約とともに釣り場である漁港施設の利用料を徴収することができます。その収入は漁業協同組

合により環境整備や地元漁業者への支援に充てる仕組みとなっています（西伊豆町の場合は、釣

り場：300円／時間、駐車場：100円／時間、町民および小学生以下無料）。さらに、地元の飲食

店や宿泊施設などの情報を周知し、釣り人が地域経済に貢献しやすい仕組みを整備することで、

持続可能な観光モデルを確立しようとしています。このような経緯を経て、西伊豆町では漁港管理

条例を改正し、2023年8月から田子漁港における試験運用が開始されました。

「海業」の推進と環境保全

「海業」とは、漁港を中心に観光、地域資源の活用を組み合わせ、海と共生しながら地域経済

を発展させる取り組みです。「海釣りGO」は釣り場の予約だけではなく、公式ホームページにて釣

り人に地元の飲食店や宿泊施設などの観光情報を届けることで、釣り以外の購買意欲を高め、地

域への経済波及効果を生んでおり、漁港を中心とした賑わい作りに一役買っています。地元の漁

業協同組合が中心となり、釣りや観光資源としての漁協の活用を促すことで、漁業協同組合の新

たな収入源を生み出しているだけでなく、釣り人を漁港周辺へ送客する機能を担う「海釣りGO」は、

「海釣りGO」が切り拓く海業の未来
松浦城太郎●静岡県西伊豆町役場産業振興課農林水産係係長

［KEYWORDS］ 漁港／官民連携／DX

■図1 海釣りGOタイトル画像　https://umigo.co.jp/
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まさに「海業」の理念を実践する王道ツールの一つといえます。

また、環境保全活動の一環として、巡視員による釣り場清掃やゴミの持ち帰り指導や、小さな魚

や資源量の少ない魚種のリリース奨励だけでなく、ウツボ、ブダイ、アイゴなどの食害魚に悩まされ

る漁業者の負担を軽減するため、西伊豆堂ヶ島産地直売所「はんばた市場」と連携し「食害魚ハ

ンティング」（図2）などが実施されて

おり、釣り人自身が環境保全に貢献す

る意識を高め、より健全な釣り文化の

育成に寄与しています。

さらに、「海釣りGO」は、釣り人が

適切なサイズや種類の魚を持ち帰るよ

うに促す仕組みを作っており、釣り場

ルール同様にアプリ内で誓約した上

で予約画面に進むというプロセスを採用しています。これにより、地域の漁業資源の乱獲防止にも

つながっており、持続的な資源利用を目指しています。

漁港と釣り人の共存

「海釣りGO」が導入されてから、釣り場の適正利用が進み、これまでは厄介者扱いを受けてい

た釣り人と、漁業者および地元住民との関係も改善されました。入り口となるアプリ上で釣り場ルー

ルを周知し、誓約した上で予約に進むことに加え、現場で巡視員がそのルールを徹底させることで、

漁業者や地元住民が不快な思いをするケースが激減したことが大きな要因といえます。それに加え、

利用者はアプリを通じて釣り場の予約状況を確認できるため、人気釣り場にありがちな利用者同士

の不要な衝突は無くなり、安心安全な釣りが楽しめるようになりました（図3）。

また、釣り人が支払う釣り場利用料はアプリ使用

料、巡視員の人件費などの運営経費を除く全てが

漁業協同組合の収入になり、漁港の清掃や設備

維持などに還元されています。これにより、漁港施

設や釣り環境の充実が図られ、漁業者や地元住

民からも釣り人を歓迎する雰囲気が生まれつつあり

ます。これは、釣り人と漁港が共存できることを示

唆しており、多くの漁港が抱える釣り人トラブルを解

決できる可能性を秘めています。

「海釣りGO」導入後の変化と今後の展望

「海釣りGO」の導入により、漁港の管理負担が軽減されただけでなく、地域経済の循環も生ま

れ始めました。また、釣り人と漁港の関係が良好になること、一定の利用料が漁業協同組合に入

ることなどが証明できたことで、2024年4月からは田子漁港における本格運用がスタートしました。

それを受け町内では同年8月に仁科漁港での運用、また、安
あ ら り

良里漁港への導入検討が始まり、さ

らには周辺地域の漁港や港湾でも導入しようとする動きが広がっています。「海釣りGO」は、単な

る釣り人向けアプリではなく、地域と釣り人がともに繁栄するための新しいモデルケースとなりつつあ

ります。導入に際して、漁業者の同意や、行政との調整などの課題はありますが、今後、西伊豆町

が「海釣りGO」の他地域への導入支援を行い、持続可能な漁港運営の実現、日本全国の釣り文

化の発展に貢献していくことこそ、先駆者の責任であると考えます。（了）

■図2　食害魚を電子地域通貨「サンセットコイン」で買い取る取り組み

■図3　大人から子まで安心して楽しめる（公式Xから）
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太地町と捕鯨の歴史

太
たいじちょう

地町は紀伊半島の最南端にさらに突き出した半島形の町である。町全体が熊野灘に面し、

海岸線はリアス式で、くじらが口を開けているような形をしている。和歌山県にある30の市町村の

中で、太地町の行政面積は 5.81km2と最も小さく、人口は約2,800人である。古式捕鯨発祥の地

として知られ、かつては町民の大多数が捕鯨や捕鯨関係の仕事に従事し、栄え、現在も沿岸捕

鯨を中心に捕鯨業が営まれている日本で数少ない地域である。当地において「鯨一頭七浦潤す」

といった言葉があるように、過去はくじらを捕獲、鯨肉を売ることにより、太地だけでなく、周辺の村

も栄えた。

現町長の三
さんげんかずたか

軒一高は、2004（平成16）年に就任し、その時代時代に応じたくじらと人との関わ

り方があるのではないかと考え、2006（平成18）年に「過去・現在・未来永劫にくじらに関わり続け

ていく町」と宣言した。

くじらを活かした観光振興の取り組み

1960年代、太地町では、数百名が南氷洋捕鯨に出稼ぎに行き、その従事者による税収が町税

の大半を占めていた。当時の町長、故庄司五郎氏は現町長の叔父であり、大学生であった現町

長に対し、「これからくじらが捕ることができなくなる、そうなれば町内から出稼ぎに捕鯨に出ている

数百名が失業してしまう。そのことを考えると夜も眠ることができない」と話をしたという。太地町は

耕地面積が少なく産業立地条件に乏しい。当町が一つの産業だけに依存することを危惧した庄

司氏は、くじらに関する生態的・文化的資料を収集した施設を創り、観光とも結びつけながら、住民

の糧となる地域産業を創設していく方針を打ち立てた。町の一部地域をくじら浜公園として整備し、

その中に世界一のくじらの博物館を開館した。先人の歴史を後世に伝えていくとともに、生きた鯨

類を展示することにより町おこしを試みた。つまり、それはくじらを「捕る」ことに加え、「見せる（魅せる）

＝観光」ことで「くじらを観光に活かす」ということを具体化したものであった。交通の便の悪い当町

に最高47万人もの観光客が訪れ、町は潤った。それが現在の太地町立くじらの博物館※である。

開館から55周年を迎えた同施設は現在も年間13万人程度の観光客が訪れる町の観光拠点となっ

ている。

くじらの学術研究都市：町全体を博物館（エコミュージアム）に

平成や令和の時代を生き抜くわれわれは次の未来に「くじらを学術的に活かす」ことを目標にま

ちづくりを実施していく方針を打ち立てた。30年という長期をかけ、町全体をくじらの学術研究都市

にし、子どもから学生、研究者、さらには世界中の人々が、一度は太地に行って、くじらに関する研

究をしたい、くじらを見たい、歴史を知りたいと思うような町にしたい。言い換えれば、町全体を博物

館（エコミュージアム）にする構想である。町全体を博物館に見立て、地域の自然・文化・生活や

産業等を展示物と捉え、それらが元々あった場所で保存、育成する。来訪者は現地を回って楽し

むというものである。

くじらの町、太地町のまちづくり
和田正希●和歌山県太地町役場総務課

［KEYWORDS］ くじらの恵み／捕鯨／海業
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これらのまちづくりビジョンは 2006（平成18）年に「太地町くじらと自然公園のまちづくり構想」とし

てまとめ、小冊子を太地町の全戸に配布した。また、同構想のテーマの一つである「くじらと魚に出

会えるまち」を具体化した「森浦湾くじらの海構想」を2010（平成22）年度に発表した。この構想は、

当町の玄関口にある森浦湾にくじらを放し、行動観察や繁殖などの研究、くじらと人々とのふれあ

いなどを通じて、地域振興を目指していくものである。

くじらのまちづくりと海業の推進

2010（平成22）年度から2012（平成24）年度にかけては構想を練

り、2013（平成25）年度からは計画に移し、事業に一部着手した。

森浦湾全体をゾーニングし、構想図のような環境が整えば、必ず多く

の研究者や観光客が訪れる。そのために必要なハード対策、ソフト

対策を各ゾーンに落とし込み、年次を追って計画を進めてきた。特

筆すべき点は当該海域を町が使用するにあたり2012（平成24）年度

の太地町漁業協同組合（以下、太地町漁協）総会において、反対な

しで議決いただいたこと、また、太地町漁協が補償を町に求めてい

ないことである。2013（平成25）年度より同湾内に生簀を設置し、小型鯨類の飼育を開始、2014（平

成26）年度には太地町漁協がシーカヤック事業を開始、2016（平成28）年度に町の玄関口となる

森浦地区で道の駅が供用開始され、太地町漁協が指定管理者として施設を運営している。2020

（令和2）年、町が森浦湾海上遊歩道兼仕切り網を設置したことに伴い、湾内にて小型鯨類の放

し飼いが始まった。現在、380mある仕切り網より内側に設置した生簀から鯨類を放し、半自然環

境下での飼育がされており、それらを研究する大学やくじらに出会えるシーカヤックとして観光客が

多く訪れている。本来、漁業者は同湾で漁をして利益を得ることができるが、町の計画のために漁

協が漁をしない取り決めをした。よって、この場所で発

生するさまざまな事業について太地町漁協が参入し、

収入を得て、それらを漁民や町に還元してもらうことを目

標としている。すでに、太地町漁協では、これらの事業

で得た利益をもとに 75歳以上の漁業者が市場に水揚

げする際の手数料をゼロにしているほか、町の奨学金

事業の基金への寄付もしている。

太地港は、日本各地から選ばれた「海業の推進に取り組む地区」のひとつである。これらの地

区では、各地域の特性に合わせた海業の促進が期待されており、太地町では、これまで述べてき

たように、捕鯨文化を基盤としながら、くじらとの共生を活かした観光や研究を発展させることで、新

たな雇用を生み出し、地域の持続可能な発展につなげる取り組みを行っている。このような取り組

みこそ「海業」の推進そのものであり、太地町は、これからも、くじらの恵みを活かしながら、海業を

進め、地域社会の発展につなげていく。

当町の強みは過去も今もそして未来も「くじら」である。くじらという地域資源によって、外から「ひ

と」が流れ、新たなひとの流れにより「しごと」が生まれ、しごとが生まれることにより、「まち」が形成

されていく。この好循環こそが「くじらの恵み」である。しかし、研究者や観光客のことばかりではな

く、何よりも住民のことを第一に考えるべきである。当地方には、今後発生が予想される地震や津波、

子育て等、さまざまな優先すべき課題がある。それらを解決するためには財源が必要であり、それ

らを「くじらの恵み」で解決していく。町と太地町漁協が一体となって理想のまちづくりを進め、「くじ

らの恵み」を住民に還元していきたい。（了）

道の駅たいじの朝市

くじらに出会える海水浴場

※ 太地町立くじらの博物館HP　https://www.kujirakan.jp/
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2024年1月より海洋政策研究所所長に就任いたしました牧野光琢
です。海に関する科学−政策−社会インターフェイス（SPSI）の世界
拠点を目指し、所員一丸で取り組んでまいります。今後とも、皆様の
ご指導とご鞭撻を賜りますようよろしくお願い申し上げます。

◆Ocean Newsletter第592号では、「海業」特集をお届けします。
海業には、水産業だけでなく、海洋レジャーや食文化、漁港インフラ
や漁労文化など、さまざまな生業が含まれます。地域の多様な資源
を活用し、産業間の連携を強化しながら、持続可能な方法で資源
と環境を活用し、地域経済の発展に貢献する─「海業」の考え方
は、海に囲まれたわが国においてとても重要です。過去の Ocean 
Newsletterでも、「海業のすすめ」（第538号）をはじめ、漁港制度
の見直し（第551号）や洋上風力との共存（第550号）、さらにはレジ
ャー利用の展開（第578号）など、さまざまな視点から海業の可能性
が論じられてきました。◆今回の特集では、海業の“いま”を地域から
伝える3つの実践的な例が紹介されています。まず、静岡県沼津市
戸田地区における取り組みについて、佐藤寿美氏にご寄稿いただき
ました。戸田地区では、漁業者、観光業者、そして地域社会全体が
連携し、深海ブランドの確立を進めておられます。2本目の記事では、
同じく静岡県西伊豆地域から、釣り人（観光客）と漁業者・地元住民、
そして漁業資源の共存共栄を目指し、漁港を有料釣り場として利用
できる予約アプリ「海釣りGO」を企画・開発された西伊豆町役場の
松浦城太郎氏に、その背景と成果をご紹介いただいています。そし
て、3本目の記事では、古くから捕鯨文化を持つ和歌山県太地町に
おける“くじら”を核としたまちづくりの歩みを、和田正希氏にご紹介い
ただきました。◆これらの記事に共通するのは、地域の資源や文化
を現代の視点から見つめ直し、自治体や地域の人々が主体となって、
海との関わり方を再構築している点にあります。海業の振興は、単な
る経済活動の拡充にとどまらず、地域の誇りや学びの機会、持続可
能な未来への架け橋ともなり得ます。今後、国の支援や制度が拡充
し、科学的な知見も活用しながら、さらに多くの地域で多様な海業が
展開していくことが期待されます。本特集が、地域の海と共にある人々
の暮らしの、新たな、そしてより豊かな可能性を広げる一助となれば
幸いです。　　　　　　　　　　　　　　　（所長　牧野光琢）
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日程／開催地 会議名／URL 主催

2025/5/3〜4
ニューデリー

Arctic Circle Assembly India 
Forum
https://www.arcticcircle.org/forums/
arctic-circle-india-forum

北極サーク
ル

2025/6/3〜6
ニース（仏）

One Ocean Science Congress
https://one-ocean-science-2025.org/

CNRS、
IFREMER

2025/6/7〜8
モナコ

Blue Economy Forum
https://beff2025monaco.org/

モナコ公
国、他

2025/6/9〜13
ニース（仏）

第3回国連海洋会議（UNOC3）
https://unocnice2025.org/en/

国連、仏、コ
スタリカ

2025/6/16〜26
ボン

国連気候変動枠組条約（UNFCCC）
SB62
https://unfccc.int/sb62

国連

2025/6/25〜7/3
パリ

UNESCO政府間海洋学委員会（IOC）
第33回総会
https://oceanexpert.org/event/4605

UNESCO-
IOC
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